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8,486 人で、2008 年度 7,625 人の 1.11 倍。過去最大は 1982 年の 8,280 人）。日本医

師会はこのことを支持するが、財源の確保が最優先であることは言うまでもない。同

時に医学部教育および臨床研修制度までの一貫した改革が必要である。また、環境変

化を踏まえて医師養成数を継続的に見直していく。 

 

 

医師数増加に向けての前提条件 

 

１．財源の確保 

２．医学部教育から臨床研修制度までの一貫した教育制度の確立 

３．医師養成数の継続的な見直し（遅くとも医師数が現状の 1.1 倍にな

る以前に抜本的な見直し） 

 

図1-2-9　医学部定員増と医師数との関係
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*出所：厚生労働省「医師需要に関する機械的試算」2008年8月

（年後）

 

 


